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一級建築士事務所
一級建築士事務所 ○○○知事登録 第○○○○号
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建築 次郎熊本 太郎 邸 新築工事
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準防火地域等確認の特例が該当しない場

燃焼器の換気筒又は排気フードの位置を

出窓は床面積に参入するかどうか判断

キッチン・食堂・居間 ：

壁～プラスターボード12,5㎜下地

ビニールクロス（準不燃）

ＬＤＫ ：

天井～プラスターボード9,5㎜下地

ビニールクロス（準不燃）

■火気使用の換気設備の計算式

□Ｖ=30KQ(排気フード付排気筒方式）

(設計風量)(※ＯＫ）
●設置換気扇：○○○-△△（ﾒｰｶｰ)

準防火地域等確認の特例が該当しない場合

：天井設置～壁又は梁から60cm以上離れた位置

：壁設置～天井から15cm～50cm離れた位置

通し柱の位置を

(消防法9条の2)

給気機または給気口及び
排気機または排気口の位

居室、非居室にの別が分かるよう具体

=239.94m3/h(有効換気量）
※239.94m3／h＜611.0m3／h

縮尺を記入。

ついて記入。

縮尺を記入。

置を記入。

的な室名を記入。

筋かい等の位置/種類を記入。

記入。

間取り、各室の用途・床面積を記入。

就寝の用に供する居室・階段の上部は煙に反応する感知器
としなければならないので要注意。

合は、右記の換気設備の計算式を記入。

24時間換気システム（第3種換気）

(浴室ユニット・常時換気機能付換気乾燥暖房機)

給気

記入。

するために記入。

以上かつ0.8㎡以上である室は換気設備の

以下で､有効開口面積が調理室床面積の1/10

を記入。
階段に代わる傾斜路の位置・構造
階段、踊り場、手摺など、または

階段の有効幅員が分かる様に手摺
の幅を記入。

設置を要しない。(法28条3項・令20条の3）

は、記入する。ただし発熱量の合計が12KW

光電式煙感知

定温式熱感知
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H

S

H

S S

S S

52.99㎡×1/2＝26.495㎡＞6.62㎡

※1/8を超えると筋かいの割り増し計算が必要。

※準防火地域等の場合は、
延焼ライン内の防火設備、
防火ダンパー、防火覆い
の別を記入。

※準防火地域等の場合は、
延焼ライン

出入隅120×120（杉）

通柱 120×120（杉）

管柱 105×105（杉）

※住宅用火災警報器

住宅用火災警報器の設置場所・種類を記入。(消防法9条の2)

住宅用火災警報器の設置位置に

住宅用火災警報器の位置・種類を記入。

アンダーカット

1階3m、2階5mを記入。

UC
24h

24h

24h

□Ｖ=30×0.93×8.6

Ｖ=(有効換気量）
Ｋ=0.93m3／KW(理論排ガス量）

Ｑ=8.6W／h(燃焼器具の燃料消費量）

UC

UC

UC UC

UC

UC

ガス

小屋裏物置があれば位置を記入。最高の内法高さ
140cm以内、水平投影面積の合計が直下階の1/2
以内であれば階数には参入しない｡

熊本市中央区水前寺６丁目３２番１号
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勝手口

910

排気 100φ

100φ

100φ

1.66㎡

0-6

Ｎ

シックハウス対策換気について
換気経路を記入。
(法28条の2 三号)

階段

蹴上 199
踏面 227
有効幅766

手摺幅 壁から90

土台 120×120（桧）

小屋裏物置(CH1400以下面積：6.62㎡)


